




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































予言者 大地 心臓/耳 北
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2３ 
Ｅｄｅｎの園にはOIolonという川があり，彼らはミルトンを降下させたこ
とを後悔し，みずからも下って行く。イエスもオロロンと合体し，オロロ
ンの雲に乗って降下してくる。しかし，オロロンが下界に入るには性の中
での肉化を経なければならない。その時Losが降下してきてミルトンと合
体したプレイクと更に合体する。オロロンは少女の姿をとらなければ敵意
をうけずして肉化されえない。それでオロロンは１２才の少女として降下
して行く。
ミルトンはサタンに決別の言葉をつげる。神が下りAlbionは目覚める。
オロロンはミルトンのShadowと合体した。イエスはAlbionの死の胸の
中に入り，最後の審判のラッパがなった。そのラッパの音を聞いてブレイ
クは失神する。
このようにMiltonでは変身とか合体がＦｂ"ｒＺｂａｓ以上にきらびやか
に展開されている。
さて，前者の｢対立と否定｣という概念について｡contraryという概念が
ブレイクの「天国と地獄の結婚」にあることはすでにのべたが（３章)，
｣Wzo〃にもルノwsaZemにも存在するのである。ｊＷｚｏ〃の終末近くに次
のような言葉がある。（Bookn,４３：32-34）
ThereisaNegation＆thereisaContray： 
TheNegationmu月tbedestroy'dtoredeemtheContraries・
TheNegationistheSpectre，ｔｈｅＲｅａｓｏｎｉｎｇＰｏｗｅｒｉｎＭａｎ： 
この場合のtheNegationとはミルトン自身のことで，自己滅却をここ
ろざすミルトンの自己否定の言葉なのだが（ついでに言えば，人間の理性
とはブレイクにあっては常に悪しきものである)，theContrariesはＮｅ‐
gationとはちがって悪しきものではない。和解さるべきもの，肯定さるべ
きものなのである。
そのミルトンの自己否定の言葉に対しOlolonは次のように答えるので
ある。
AreweContraries，OMilton，Ｔｈｏｕａｎｄｌ？… 
ThougoesttoEternalDeath，＆ａｌｌｍｕｓｔｇｏｗｉｔｈｔｈｅｅ． 
（Book11,43：35-44：２） 
(Ｃ）ん'wsaZe"zの場合
ルアwsaZemにも同じような言葉がある。
NegationsarenotContraries，ContrariesmutuallyExist， 
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ButNegationsExistnot… 
（chap､１，１７：33-34） 
このような「対立」の止場された地点から，主人公み「f`saJ”が登場する
のである。
BeneaththabottomsoftheGraves,whichisEarth，scentraljoint， 
ThereisaplacewhereContrariesareequallytrue：… 
FromthissweetplaceMaternalLoveawokeJerusalem． 
（chaPll,４８：13-18） 
んrzzsaZcmはchap・ＩのＩＥＩ頭に見出しとして掲げられているように，
Albionの‘`ＯｆｔｈｅｓｌｅｅｐｏｆＵｌｒｏａｎｄｏｆｔｈｅｐａｓｓａｇｅｔｈｒｏｕｇｈＥｔｅｒｎａｌ
ＤｅａｔｈａｎｄｏｆｔｈｅａｗakeningtoEternalLife''を取り扱ったもので,「罪
の絶対的な許し」をテーマにしている。重点の置きどころや人物の配置な
どに若干のちがいはあっても，大筋では未彫版のＦｂ２ＪｒＺｂａｓとあまり変
わらないので，Ｗロルｅとのテーマやテクニックの類似点なども繰り返さな
い。Ｆ１｡"ｒＺｂａｓの場合と同じと考えてもらいたい。ここではcontraryと
いうものと「罪の絶対的な許し」との関述について述べるだけにする。
‘`ThespiritofJesusiscontinualforgivenessofSin，'"，がこの
Ｊｅ７ｗｓａ陀加の主題なのだが，「罪の絶対的な許し」がおこなわれるために
は，その前提として罪がなければならない。ここにもcontraryという考
えが含まれていると思われる。
「対立がなければ進歩はない｡」罪がなければ，罪の絶対的な許しはな
い。だから罪は悪ではないという論法も成りたちえよう。例えば，プレイ
クはイエス・キリストが処女Ｍａｒｙから生まれたなどという人間性の肉の
原理を否定するような処女懐胎の神話を認めない。マリアは大工Joseph
の妻であり，他の男と罪を犯した。しかし，夫ヨセフは次のような神の声
を聞き，妻マリアの罪を絶対的に許すのである。
…………………………ButJehovah，sSalvation 
ltwithontMoney＆withoutPrice，intheContmualForgiveness 
ofSins， 
InthePerPetualMutualSacrificeinGreatEternity：forbehold， 
Thereisnonethatliveth＆Ｓｉｎｎｅｔｈｎｏｔ１ＡｎｄｔｈｉｓｉｓｔｈｅＣｏｖｅ－ 
ｎａｎｔ 
ＯｆＪｅｈｏｖａｈ：‘IfyouForgiveone-another,soshallJehovahForgive 
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Ｙｏｕｊ 
ＴｈａｔＨｅＨｉｍｓｅｌｆｍａｙＤｗｅＵａｍｏｎｇYou.,Ｆｅａｒｎｏｔｔｈｅｎｔｏｔａｋｅ 
ＴｏｔｈｅｅＭａｒｙｔｈｙWife，ｆｏｒｓｈｅｉｓｗｉｔｈＣｈｉｌｄｂｙｔｈｅＨｏｌｙＧｈｏｓｔ． 
（chap.、1,61820-27）
妻マリアの罪と夫ヨセフの絶対的な罪の許しによって，人類の救世主イ
エス・キリストが誕生したのだとブレイクは考えるのである。
（６）むすび
循環の思想はわずかながらも後期予言書にある。しかし，それはプレ
イクにとっては打破されるべきものであった。ジョイスの場合は４章で
FrankBudgenの言葉を紹介したように，価値判断を含まない。彼にとっ
て見えるがままの姿を提示するだけである。
対立という概念もブレイクにある。しかし，循環だの対立だのと書くこ
と自体がＷｉＺ彫に対するＶｉｃｏとBrunoの影響を前提とするものかもし
れないが，プレイクには最も重要なAlbionの転落による眠りと覚醒とい
うテーマがある。－者にして(|h者という変身のテクニックがある。しかし
ながら念残なことに，ＷＺｚｆｅにはプレイクの影響をうけたというaIlusion
などの直接的な痕跡は少ないのだが，それはAthertonも言うように，ジ
ョイスがブレイクから出発してｲIhの思想家なり神秘主義者の方へと進んで
行ったからだと思われる。
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